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最新情報では約１分
かかるとのこと参考 SC 300sec

HSC 600sec



KWFCデータ解析パイプライン

Subaru/Suprime-Cam用解析ソフトSDFREDを
元に開発を開始

開発者からユーザーの皆さんへの質問
　KWFCでやりたいサイエンスにはどのくらいの
精度が必要ですか?
　絶対/相対測光精度、絶対/相対astrometry
　　小惑星のコミュニティーからは未回答





大規模プログラムの現時点での提案

• 超新星サーベイKISS
　shock breakoutの物理の検証
　1日に複数回の観測で超新星爆発直後の初期phaseを見る
　1日3回同じ領域を観測(3時間おき)、5日間連続の観測

• 銀河面変光天体サーベイ
　銀河面の変光星（および新星・矮新星）を探査し、銀河系の　
構造を調べる。
　3年間・計27週間（共同利用時間の20％）

※このページは宮坂が収録からまとめたものであり不正確な内容を含む可能性がある。



モニタプログラム

　共同利用者に毎日一定時間（例えば10分間？）観測の協力
をしてもらう枠組み
　例、彗星の変化を連日観測する
　※ただし詳細はまだ何も決まっていない

小惑星の分野でも提案すべき観測があるか？

11月22日「第１回KWFCユーザ検討会」に反映
（講演申込期限は11月4日）

あれば


